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1  は  じ め  に

トウモロコンはサイレージの原料として,良質で収量も

多いため,南東北においても広く栽培されている。そこで

南東JLlこ おけるトウモロコンの栽培特性を明らかにするた

め,福島市で行った播種期試験などの成績により,特に地

域性と関係の深い播種期と生育日数及び収量性 ,並びに多

収要因について検討したので報告する。

2試 験 方 法

表 1に示したように,昭和59年から62年までに実施した

表 1試 験 設 計
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各種試験の成績をとりまとめた。試験は59,60年 には福島

市鳥谷野の桑園跡地の沖積圃場で,ま た61,62年 には同市

荒井の新規造成の黒ボク圃場で行った。気象データは前者

については福島気象台のものを,後者については東北農業

試験場畑地利用部のものを使用した。

3 結果 及 び考 察
に)播種期と生育日数
生育日数と気温との関係について,タ カネヮセの 3か年

の結果を用いて検討した。

播種から発芽期までの日数は平均気温が高いと短く,14
℃でおよそ11日 を要し,また,気温 1℃の差で発芽はほば

1日前後するとみられる。

発芽から絹糸抽出期までの日数と気温との関係について ,

まず,岩田
1)に
よる有効積算温度の適合性について検討し

た。その結果は表 2の とおりで,3か年の 7回の播種期の
うち 2回を除きよく適合した。しかし,有効積算温度の最

大と最小の差は116℃あった。この値は日数に換算 してお

よそ 8日 である。次に,期間中の平均気温と生育日数との

関係をみると,図 1の とおりで,両者の間には高い相関が

認められ,こ の関係は一次式で表された。この式を用いて

生育日数を推定すると表 2の とおりで,実際のそれとの差

は-37日 から+34日 の範囲にあり,誤差の最大幅も有

効積算温度の場合とはぼ同じであった。このような一次回

帰の関係はタカネワセ以外でも認められ,品種固有の特性

と考えられた。

絹糸抽出期から黄熟期 (収穫期 )ま での登熱日数は 3か

日
Ш

田ヨ60

昭61

昭62

タカネワセ

注 1)施肥量(″/a):き ゅう肥 150～ 200, 三要素
各 15～ 20, 全量基肥

2)栽植密度 :畦幅70m,株間20伽 (62年 18伽 )

表 2 有効積算温度及び平均気温とタカネワセの生育日数

項 目

播 種 期 (月 日)
麟目  60 昭 61 昭 62

平 均425 515 530 4 28    5 28 4 23    6 17

生育日数 発芽～絹糸抽出 77 68 1

平均 との差  (℃)
換 算 日 数 (日 )
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平均気温より算出した日数
日 日

76 4    66 4    59 1

+34 +24 +11
78 3   68 2

十

73 3    55 5 68 2

実際の生育日数との差(日 )|+3 11 27 22 37

注 有効積算温度は10～ 25℃の範囲の温度を積算した。

年とも37日 ～42日の範囲にあったが,気温との関係は明ら   2)播 種期と収量性
かでなかった。                        播種期と収量との関係は表 3のとおりで,乾物収量は 4
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表 4 絹糸抽出期乾物重,その後の増加量と
乾物収量との相関係数 (昭 62)

絹糸抽出期
の乾 物 重

0 0 0 531

体 0 75 0 0

発
，
～
綺
糸
抽
出
ま
で
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日
数

（
日
）

18         41         22
平 均 気 温 ll

図 1 平均気温と発芽～絹糸抽出まで日数

月播きで最高を示すものから6月 5日播きで最高を示すも

のまであり,こ の関係は年次や品種によりかなり変化する

ものと考えられる。しかし,いずれにしろ播種期が大きく

遅れると収量は低下している。

南東北の気象は,一般に 6月 から7月 上中旬にかけて梅

雨のため低温少照であるが,その後梅雨明けの 7月 下旬か

ら8月 下旬までは著しい高温多照になる。しかし,こ の時

期の気象は年による変動が大きく,これが最高収量を示す

時期に差を生ずるものと考えられる。

このように気象次第では播種期がかなり遅れても高い収

量が得られる可能性はあるが,播種期が遅れると生育が軟

弱になり,倒伏などの問題が生じやすい。

(3)ト ウモロコシの多収要因

トウモロコシの乾物収量は絹糸抽出期の乾物重とその後

の乾物増加量で構成されるが,こ れらと乾物収量との間に

は表 4に示したような相関があり,特に 4月 播きにおける

乾物収量は絹糸抽出期の乾物重と相関が高かった。一方 ,

絹糸抽出期以降の乾物増加量は雌穂重との間に高い相関が

認められ,こ の関係は特に 6月 播きで強かった。

また,乾物収量は図 2にみられるように,品種,栽植密

度,窒素施用量の異なる区の間で雌穂重と極めて高い相関

が認められた。このことは乾物収量を高めるためには,雌
穂重を大きくする必要があることを示しており,特に播種

期の遅い場合に重要であると考えられる。
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図 2 雌穂重と乾物収量

4 ま  と  め

トウモロコンについて南東JLlこ おける播種期と生育日数 ,

播種期と収量性並びに多収要因の検討を行った。

① 播種期が遅いと発芽から絹糸抽出期までの生育日数
が短くなるが,その程度は期間中の平均気温と一次回帰の

関係にあった。② 播種期と収量との関係は年次や品種に
よって変わるが,播種期がある程度以上遅れると収量は低

下する。③ 乾物収量は雌穂重と相関が高く,こ の関係は
播種期が遅い場合に特に顕著であった。
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表 3 播種期と乾物収量

播 種 期 (月 日)

528 617

DK 24
TX 74
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